


＜教育随想＞ 

 時代が「昭和」から「平成」に変

わった平成元年、私の教職人生がス

タートしました。以来３０数年、山

あり谷ありの長い道のりでしたが、

人との出会いや様々な経験により、

自分の意識が変わり、人としての成

長につながったと感じています。 
【自己啓発】…大学生の頃、漫然とアメリカで放浪の

旅をしていた時、会社の研修制度で留学していた人に

出会いました。その人の信条が「自己啓発」でした。

社会人になってもなお、研修留学の道を選び学び続け

る姿に感銘を受けました。それ以降、いつも心の片隅

にこの言葉があり、年次研修等の各種研修や社会科指

導法の研究等を通して、自己啓発に努めてきました。

また、次第に研究主任等、学校全体に関わる主任を任

されるようになり、何事も経験と思い力を注いできま

した。その中で、初任者指導のご担当だった先生をは

じめたくさんのよき先輩方や仲間に恵まれ、教員とし

ての力量を高めることができたと思っています。 
【自ら適材になる】…大きな研鑽の機会となった在外

教育施設派遣後、管理職の道へ声を掛けていただきま

した。しかし、当時管理職志向はなく、自分にできる

だろうかと大いに悩みました。その中で出した結論が

「自ら適材になる」でした。「自分には合っていないと

決めつけるより、自分が適材になれるように努力しよ

う」と考えたのです。その後は、この言葉を胸に教育

行政職等の重責を果たしてきました。正直辛いことも

ありましたが、様々な経験の中で支え合う同僚がいま

した。先達の導きがありました。決して独りよがりで

は各立場で職務を全うすることはできなかったと思い

ます。（「適材」になれたかは甚だ疑問ですが。） 
【三方よし】…学校を任される責任ある校長として必

要な力は何であるかと自問自答した時に、心に浮かん

だ言葉です。この言葉は近江商人の理念として有名な

言葉ですが、校長の「三方」として捉えたのは、「子供」

「保護者・地域」そして「教職員」。根幹にあるのは「人」

です。子供たちの健やかな成長のために何をすべきか、

保護者や地域の願いはどこにあるのか、そして、子供

たちの教育に直接携わる教員の力をどう育てるか、個

性や背景の違う教職員一人一人にどんな支援が必要か

…。なかなか三方ともに自信をもって「よし！」と言

える校長にはなれませんでしたが、「子供のため・学校

のためなら」と、それぞれの立場で懸命に向き合って

くれた教職員に支えられた学校経営でした。 
 振り返ると、様々な人との出会いや経験の中で、支

えられ磨かれ導かれた教職人生でした。関わっていた

だいた全ての方々へ感謝の気持ちでいっぱいです。 

四十三歳で教員になった。周囲よ  

り遅いスタートではあったが、その  

「遅れ」はむしろ、教育に向き合う

上での確かな力になっていると感

じている。前半生では音楽活動を続

けてきた。その年月の中で、私は 
舞台に立つ「緊張」や「喜び」。努力

の果てに得られる「達成感」、努力しても報われない「挫

折」を何度も味わってきた。その経験は、子どもたち

が直面する迷いや躓きを理解し、励ますための確かな

土台になっている。音楽家として歩んできた前半生と、

教員として子どもたちと向き合った後半生。その二つ

の時間は、まったく別のように見えて、実はひとつに

結ばれていたのだと、今になって思う。 
四十三歳からの教員生活は、当然ながら戸惑いも多

かった。授業づくり、学級経営、生徒指導、教育相談。

若い頃に経験しておくべきことを、私はすべてこの年

齢から学んだ。しかし、遠回りをしてきたからこそ、

子どもたちに対して焦ることがなくなった。人はそれ

ぞれのタイミングやリズムで育つ。歩幅は違って当た

り前なのだ。その感覚は、自分自身の人生そのものか

ら得た実感である。私の人生は、音楽と子どもたちに

よって、支えられてきた。授業で教壇に立って驚いた

のは、子どもたちが音を通して見せてくれる素直な心

の存在だった。言葉での表現が苦手な子も、演奏には

その日の気持ちがそのまま現れる。心が晴れやかな日

は演奏が自然と前に出るし、心が曇っていると演奏も

曇る。そうした小さな変化に気づけるのも、長い音楽

経験を積んできた自分だからこそだと思える時もあっ

た。また、音楽は、上手に演奏することも大切なこと

だが、その価値はそれだけではない。仲間と音を聴き

合うことで人間関係が和らぎ、自分の声や音を出せな

かった子が、ある日ふいに力強い演奏を響かせること

もある。一生懸命演奏することによってプロの演奏と

は違った感動を聴衆に与えることもある。それらは技

術ではなく、「良い音楽を伝えたい」という心の積み重

ねなのだと、音楽には人を変える力があるのだと、授

業や部活動の中で子どもたちが教えてくれた。 
校長となった今、教員人生を振り返ると、音楽を続

けてきた過去と、四十三歳から始まった教員としての

日々、そのすべてが学校という場でつながっていたと

感じている。これからも音楽の力とともに成長する子

どもたちの力を信じたい。そして、私の人生を豊かに

してくれた子どもたち、同僚の方々、地域の方々、私

と関わって下さった全ての方々に心から感謝申し上げ

たい。学校という大きなステージで過ごした年月は、

私にとって何よりの宝物である。 

「出会いと経験が人を創る」 

川口市立本町小学校長 高宮 明洋 

「 音 楽 と と も に 」 

川口市立岸川中学校長 三浦 伸之 
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元郷南小学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜町小学校～令和７年度全国健康づくり推進学校表彰 優良校受賞～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育ルポ  

今回紹介する取組を含め、様々な取り組みが評価されての受賞となりました。おめでとうございます。 
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教育ルポ  

第８７回川口市少年少女ふれあいなわとび大会（チャ

レンジ大会）が市内各小学校で開催されました。 

子供たちの素晴らしい記録とともに、一生懸命取り組

む姿が輝いた大会となりました。 

第８７回 川口市少年少女ふれあいなわとび大会（チャレンジ大会） 

～各校での取り組みの様子～ 

青木中央小学校 

仲町小学校 

青木北小学校 
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朝日西小学校 

木曽呂小学校 

芝小学校 

各学校・園の皆様へ 
 
令和７年度もたくさんの「教育ルポ」を掲載

させていただきありがとうございました。子
供たちや先生方が活躍する姿に元気をもらっ
ています。 

令和８年度もよろしくお願いいたします。 

神根小学校 
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